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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

１月２７日（月） 

どこで十分な食べ物を見つけるのか 

聖書朗読 マルコ８：１～１３ 

かわいそうに、この群衆はすでに三日間わたしとともにいて、食べるものを持っ

ていないのです。空腹のまま帰らせたら、途中で動けなくなるでしょう。それで遠く

からきている人もいます。                 マルコ８：２～３ 

 

イエス様はこの人たちをご存知でした。その中のほとんどが、イエス様ご自身や

教えに興味があるというよりも、奇跡に興味があるというのもご存知でした。 

それであっても、イエス様は彼らをかわいそうにお思いになられました。彼らが

空腹であること、今その場に食べ物がないこと、「離れた地」にいることを分かってら

っしゃいました。 

イエス様は弟子たちに、群衆をかわいそうに思っていると話されました。弟子た

ちもまた空腹だったと思われます。「こんな人里離れたところでどこからパンを手に

入れて、この人たちに十分食べさせることができるでしょう」と弟子たちはイエス様

に尋ねました。 

ちょっと待ってください。弟子たちは少し前に全く同じ経験をしませんでしたか。

これはデジャブではないでしょうか。イエス様が５０００人に食べ物を与えたことを

見ていませんでしたか。イエス様の憐れみは、群衆の必要以上を満たすことを忘れて

しまったのでしょうか。 

私たちはなんと忘れやすいのでしょう！どこで十分な食べ物を見つけることがで

きるのでしょうか。私たちに必要なものはイエス様の中に全てあるのです。 

 

讃美歌 １４８ 

祈 り おお主よ。あなた様が命のパンです。物質的な必要も 霊的な必要も神様に信

頼しますように助けてください。 

イエス様の御名前によってお捧げいたします。アーメン。 

 

             ラリー＆リーバ・プラナム 

             アーカンソー州 スプリングデール 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１月２８日（火） 

何 に 登 録 し ま し た か 

聖書朗読マルコ１０：３５～４５ 

人の子が来たのも仕えられるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多く

の人のための、贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです。 

マルコ１０：４５ 

 

弟子たちの何人かは神様に仕えるという意味を理解していませんでした。イエス

様の弟子になると特別な地位を与えられたり、有名になると考えていました。誰かに

仕えることは眼中になかったのです。 

イエス様は、すぐにお答えになられました。「あなた方が偉くなりたいと思って私

に従ってきたのなら、それは間違っています。」イエス様は他者に仕えることによって

祝福される人生を約束してくださいました。 

イエス様にバプテスマされ、その人が仕える人生を歩むのを見る喜び。自分では

もうどうにもならない人たちを助けることで得られる何物にも代え難い喜び。育てた

子供や教会学校で教えた子供達が成長し、主のしもべになるのを見るワクワク感。神

様がくださったタラントを用いて稼いだお金で人々を助け仕える満足感。病人を見舞

い、目を輝かせ手を固く握り締めて「気にかけてくれてありがとう」と言われる感謝。

あなたが出席している教会で会計の奉仕をし、どのように仕えるか模範を示し、神様

が望まれることをやり遂げること。 

あなたはこれらのすべてに登録したのです。 

 

讃美歌 ２９１ 

祈 り 人類の所有者であられ仕えてくださる主よ。神様に似るものとなるように助

けてくだい。 

イエス様のお名前でお祈りいたします。アーメン。 

 

                 ウィリアム・E・マクドー 

                 カンボジア バタンバング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２９日（水） 

通 り す が り 

聖書朗読 マルコ１５：１６～２８ 

もし、私たちが御霊によって生きるのなら、御霊に導かれて、進もうではありません

か。 

ガラテヤ５：２５ 

 

クレネはアフリカ大陸北東部に位置し、今はリビアと呼ばれています。そこには

イエス様の時代から数百年前に繁栄していたユダヤ人の街がありました。エルサレム

から１５００キロ以上離れているにもかかわらず、新約聖書にはリビヤの人たちのこ

とが何度も書かれています（使徒２：１０、６：９、１１：２０、１３：１）。   

クレネ人シモンは過越の祭でエルサレムに来ていたのかもしれません。ユダヤ人

は世界各地から過越の祭のために集まり、人口が数倍にも膨らみました。彼はどうも

町の中ではなく「田舎」に滞在していたようです。（２１節）マルコによると、彼はイ

エス様と兵士たちが町から出て行くときに「通りがかった」のでした。（マタイ２７：

３２）兵士たちは弱っていたイエス様から十字架をとり、シモンに背負わせました。 

エルサレムには大勢の人がいましたが、シモンだけがイエス様の十字架を背負う

という特権を受けました！このような形でイエス様を助けた人の話はどこにも書かれ

ていません。シモンは神様を礼拝するためにエルサレムに来ていましたが、イエス様

の十字架を背負うことになりました。 

今日私たちが「通りすがる」時、どんな機会を神様は私たちの前に与えてくださ

るでしょうか。私たちもシモンのようにそのような機会が来たらすぐに答えられるよ

うに準備しておきましょう。 

 

讃美歌 ２８６ 

祈 り お父様。外に目を向けて他の人たちの事を考えることができるように、助け

てください。機会を逃さないように神様を見上げて生きて行くことができま

すように。 

イエス様のお名前を通して。アーメン。 

 

ブルース・グリーン  

アラバマ州 オペリカ 

 

 

 

 

 

 



 

１月３０日（木） 

主 電 源 と 繋 が る 

聖書朗読 ルカ１１：３３～３６ 

この方にはいのちがあった。このいのちは人の光であった。光はやみの中に輝いてい

る。やみはこれに打ち勝たなかった。           ヨハネ１：４～５ 

 

吹雪、雷、竜巻、変圧器に入り込んだリス、、、など様々なことが原因で停電を経

験したことがあると思います。暗闇にいると、イライラしますし危険でもあります。 

壊れた人間関係、病気、無知、罪、、、などは私たちの霊的な停電の原因となりま

せんか。失望の暗闇の中をよろよろと歩き、「神が光の中におられるように、光の中を

歩んで」（Ⅰヨハネ１：７）いないのではないかと疑問を抱いたことはありますか。 

私たちは自分だけで、力を持つことも光ることもできないのです。イエス様が光

なのです！私たちは神様を反映しています。その力は神様のものです。神様のみこと

ばを読み讃美を捧げることで、神様の光を反射するのです。主の生涯、主の死、主の

よみがえりを考え続けてください。主電源に接続したままにしましょう。 

 

讃美歌 ２３ 

祈 り お父様、イエス様が命であり、光であり、この世で光になるお手本を示して

くださりありがとうございます。暗闇を照らし 魂をあなた様に導くために、

私たちを用いてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ローズマリー・マクナイト  

テネシー州 ヘンダーソン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月３１日（金） 

ザアカイは背が低かった 

聖書朗読 ルカ１９：１～１０ 

人の子は、失われた人を捜して救うために来たのです。   ルカ１９：１０ 

 

ザアカイという名を聞くと、背の低い男というイメージが頭の中に湧いて来ませ

んか。ザアカイの物語は、可愛らしく素朴で、子供達が繰り返し話を聞いたり歌った

りします。背が低いということに親近感を持てるでしょう。木登りも子供達は親近感

を持つでしょう。子供達は、かくれんぼで見つけられる瞬間のワクワクした気持ちも

想像できます。そして、ザアカイがイエス様に見つけられた場面で大喜びするのです！

その後、イエス様はザアカイのお家にお泊りに行くのです！ 

大人の私たちは、イエス様は「失われた人を捜して救うために」（１０節）地上に

来られたのだと理解します。ルカ１９章によりますと、エリコを通り過ぎたのは自分

のためではなく、彼を必要とする人たちのためでした。イエス様は、目を外に向けて

いました。この場合は上ですね。その結果、救いがザアカイと彼の家にやって来たの

です。イエス様の後をついて行った民衆も祝福されました。神様の愛は職業とは無関

係に誰にでも与えられると分かったのでした。イエス様は神様の愛は全ての人にある

のだということを少しずつ教えました。この物語はパウロが学び私たちが今学んでい

る途中の真実を教えてくれます。 

 

ユダヤ人もギリシア人もなく、 

奴隷も自由人もなく、 

男子も女子もありません。 

なぜなら、あなたがたはみな、 

キリスト・イエスにあって 

一つだからです。 

ガラテヤ３：２８ 

讃美歌 ２１７ 

祈 り 親愛なる主よ。創造された全てのものを愛してくださってありがとうござい

ます。外に目を向けて、あなた様を必要としている人を見つけ、福音を分か

ち合うことができますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

マーシャ・D・ドウェル  

テキサス州 ホロテス 

 

 

 



 

２月１日（土） 

明 言 す る ！ 

聖書朗読 ルカ２：１７～２１ 

ですから、あなたがたは、このパンを食べ、この杯を飲むたびに、主が来られるまで、

主の死を告げ知らせるのです。           Ⅰコリント１１：２６ 

 

若い女性が聖餐式の時に、うやうやしくこうべを垂れていました。彼女の姿は、

イエス様の犠牲を映し出していました。彼女は自分の思いを心の中に向けていました。

彼女の関心事は自分とイエス様であり、他の何物でもありませんでした。 

ルカの聖書箇所には、イエス様が 過越の食事の時を もうすぐ経験する十字架の

上での身の毛もよだつ犠牲を記憶するための時間にしたことが記されています。聖餐

式では、私たちが神様と和解するために神のひとり子を与えてくださった神様の犠牲

と愛を思い出すことが求められます。 

聖餐式は単なる儀式ではありません。聖餐をいただくことによって十字架の力を信

じる信仰を公言するのです。同じ信仰を持つ地域の教会や遠くに住む兄弟姉妹と共に

自分が何者で何を信じているのかを宣言することに参加することです。 

私たちは全人生で、イエス様の贖いの犠牲を伴う神の恵みを信じることを公にし

ています。私たちが主の晩餐にあずかる時、十字架の力を信じていることを明白に示

し、主が再び来られるまで信仰を保ち続け、自信を持って聖餐式に預かり続けるので

す。 

 

讃美歌 ２０５ 

祈 り 親愛なる神様。私たちの行き方を通して、そして礼拝に出席することで、信

仰を見せていくことができますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ケビン・B・レイチェル  

テネシー州 ナッシュビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日（日） 

なぜ知っていたのでしょうか 

聖書朗読 ヨハネ１：１９～２８ 

あなたがたの中に、あなたがたの知らない方が立っておられます。ヨハネ１：２６ 

 

メシアを探していたのに、見つけられなかったとは興味深いです。ヨハネでさえ、

霊がイエス様に降りてくるまでわからなかったとそのすぐ後の箇所に書いてあります。

なぜ長く待ち望んでいたメシアに気がつかなかったのでしょうか。 

もしかしたら、イエス様の外見が期待していたものと違っていたからかもしれま

せん。ユダヤ人の霊の指導者のように裕福で力があったわけでもありませんでした（そ

れをメシアに求めていたのです）。しかし、イエス様はヨセフに似てはいませんでした。

ヨハネのように、荒野に住んでラクダの毛ごろもを着てイナゴや野蜜を食べてはいま

せんでした（私たちのイエス様のイメージはこんな感じでしょうか）。 

イエス様は普通の人を同じような外見だったことでしょう。なぜ裕福でも貧乏で

もない普通のありふれた姿だったのでしょうか。もしかしたら、それはイエス様は裕

福な人もそうでない人も含めたあらゆる人を救うためにこられたからではないでしょ

うか。この世の社会的地位や人々からの期待された姿より、伝えたいことの方がより

大切だったのです。 

 

讃美歌 １９０ 

祈 り 主よ。あなた様の真実のメッセージを素朴に理解できますように助けてくだ

さい。 

イエス様のお名前によってお捧げいたします。アーメン。 

 

マーヤン・バスキン  

テキサス州 サンアントニオ 

 

 


